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株式会社 鈴木住研 
TEL 042-424-1449 FAX 042-424-1446 

E-mail info@suzukijyuuken.com 
ホームページ http://www.suzukijyuuken.com/ 

電話・FAX・メールにてお気軽に資料請求してください(^-^) 「鎌倉の床」 

FAX の場合はお名前とご住所ご記入の上、このまま FAX してください。  お名前 ☛ 

                           ご住所 ☛ 

 

昔ながらの遊びには、メリットがいっぱいあります。 
お正月の遊びといえば、羽根つきや凧あげなどの伝統的な遊びを思い浮かべますが、実際に遊んだことのある方
は少ないかもしれません。 
しかしそれではもったいない︕世代を超えて楽しめ、親から⼦へ、祖⽗⺟から孫へ、伝承する喜びは格別ですよ。
遊びを通して知恵や発育を促すものばかりですし、お⼦さんにとっても素敵な思い出になるでしょう。 

木の存在感が美しい天然木の床タイル 
「鎌倉の床」は、本物の無垢材を組み合わ
せたデザインタイルです。木の質感・存在
感を最大限に活かしたナチュラルでおしゃ
れな風合いが特⻑です。 
床・フロアにはもちろん、棚板や造作家具
の面材など、インテリアのアクセントとし
てもお使いいただけます。 
 
 
 
 
 
 
通常の無垢フローリングとは違い、床タイ
ルなら今の床の上から簡単に貼ることがで
きます。  
タイルサイズなのでインテリアのアクセン
トとして部分的に使用する事ができ、アイ
デア次第で可能性は広がります。 

かるた 
「いろはかるた」は「犬も歩けば棒にあたる」などのことわざを用いたもので、子供が
遊びながら字やことわざを覚えられるようにと江⼾時代後期に考案されました。 
福笑い 
目隠しをして、輪郭を描いた紙の上に、目・⿐・⼝・⽿などを置いていくゲームですが、
出来上がった顔⽴ちが滑稽なので、それを笑って楽しみます。おかめやお多福などの絵
が多く、「笑う門には福来る」と縁起がいいことから、正月にふさわしい遊びになったよ
うです。 
双六（すごろく） 
サイコロをふってコマを進めるだけのシンプルなルール、勝敗は運次第、何人でも参加
できることがお正⽉の団欒にぴったりで、その年の運だめしにもなります。 
めんこ 
今でこそめんこは厚紙でできていますが、江⼾時代には粘⼟で人の顔（面）をかたどっ
た「泥⾯子（どろめんこ）」 が作られ、ここからめんこという名になりました。泥面⼦
は直径 2 センチ、厚さ 5 ミリ程度の円形で、魔除けの意味もあり、割れるまで打ちつけ
たり、おはじきのようにぶつけたりして遊ぶものでした。やがて明治時代の鉛のめんこ
を経て、大正時代には紙のめんこが主流になります。丸い「丸めん」、⻑方形の「角めん」
があり、相撲⼒⼠・野球選⼿・漫画のキャラクターなどが印刷されてブロマイド的な要
素もあり、男の⼦に絶大な人気でした。 
お手玉 
⼿先を使うお⼿⽟遊びは、脳を刺激して集中⼒も増すため、⼦供の頃から親しむことで
日本人の⼿先の器用さに貢献しました。現在は、⼦供の脳を活性化するだけでなく、ボ
ケ防止としても注目されています。 
独楽（こま）まわし 
物事が円滑に回るに通じて縁起がよく、うまく回ると子どもが早く独り⽴ちできると言
われています。 
けん玉 
けん⽟は日本生まれではなく、フランス説、ギリシャ説、中国説などがあります。日本
にはシルクロードを通じて江⼾時代に⼊ってきましたが、⿅の角に⽳をあけた⽟を結び
つけたもので、失敗したらお酒を飲むという記述があり、大人の遊び道具だったようで
す。今のような形になったのは大正時代で、⽟を太陽（日）に、浅い皿を三日月に⾒た
てて「日月ボール」といいました。これが昭和初期に大ブームとなり、けん⽟として⼦
供達の定番おもちゃとなったのです。 
だるま落とし 
だるまは転んでも起き上がることから、お正月にだるまに願をかけながら片目を⼊れて
飾り、願いが叶ったらもう⼀方の目を⼊れるもの。毎年大きなだるまに買い換えて、1
年の願掛けをするのです。だるま落としのだるまは転んでも（落ちても）起き上がりま
せんから、転ばない（落とさない）ようにするわけです。 

羽根つき 
中国で羽根に硬貨をつけたものを蹴る遊びがあり、これが室町時代に伝来しました。やがて羽根
つきで厄祓いできると信じられるようになり、江⼾時代には、年末になると邪気を祓うための羽
⼦板を贈るようになります。羽根つきは１年の厄をはね、子供の健やかな成⻑を願うものとして、
親しまれてきたのです。打ち損じると顔に墨を塗るのも、魔除けのおまじないです。 
凧あげ 
江⼾時代に男の⼦の誕生祝いとして凧あげをするようになり、庶⺠の遊びとしても広まっていき
ました。凧が高くあがるほど願い事が神様に届くので願いが叶う、元気に育つといわれています。 
 


